
１　はじめに

プリント基板上の線路を伝播する信号を測定す

るセンサとして、信号の伝播方向、特性インピー

ダンスのマッチング不良等を推定可能なストリッ

プ線路構造の方向性結合器型センサ、信号そのも

のを測定可能な円形パッチマイクロストリップア

ンテナ形状の小型電界センサを考案したので、そ

の概要を報告する。

なお、詳細については、論文［1］［2］を参考

にされたい。

２　提案センサの構造

方向性結合器型センサは、プリント基板の片面

が導体面となる有限長のマイクロストリップ線路

を形成し、マイクロストリップ線路上面に、誘電

体基板を有するストリップ線路構造のセンサであ

る。ストリップ線路の両端に導体基板側から測定

用コネクタとしてSMAコネクタ等を有し、測定

器に接続する構造であり、また、電界センサはプ

リント基板の片面が導体面となる円形パッチアン

テナを形成し、そのパッチアンテナ上面にプリン

ト基板と同一の誘電率の誘電体基板を有する構造

である。

試作センサの概要を図１に示す。

３　試作センサの特性

方向性結合器型センサを用いて、被測定マイク

ロストリップ線路として、誘電体厚み1.6mm、

線路幅３mmの特性インピーダンス約50Ωのマイ

クロストリップ線路をガラスエポキシプリント基

板で作成したマイクロストリップ線路上を伝播す

る信号を測定した場合のセンサの周波数特性を図

２に示す。

なお測定結果は、無反射状態のマイクロストリ

ップ線路を伝搬する信号を、試作センサの進行波

観測ポート（図中、ポート３）、反射波観測ポー

ト（図中、ポート４）で観測した結果、両ポート

の信号の差（図中、方向性）を示している。測定

結果は、試作センサが６GHz以下で25dB以上、

７GHz以下では17dB以上の方向性を有すること
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図１　方向性結合器型センサ（左）と電界センサ（右）
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図２　方向性結合器型センサの周波数特性
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を示している。

電界センサを用いて特性インピーダンス50Ωの

テフロン基板で作成したマイクロストリップ線路

上を伝播する信号を測定した場合のセンサの周波

数特性を図３に示す。センサ特性は、２GHz～

17GHzで変動幅は３dB以下、１GHz～17GHzで

変動幅は５dB以下である。
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図３　開発電界センサの周波数特性
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